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＜連絡事項＞

· Ｂユニット　24号室　駒木洋士様使用中のチェストの修理終わりました。

· Ａユニット　40号室　ドアの開閉時にキーキー音がする為修理伝票出しています。

· 佐々木　香様　本日面会終了後、姉がデイケア見学に行きます。

初外来は4/12　11時を希望されています。

主治医に報告し退院時処方を確認し、医事に連絡をお願いします。

　　　　　　　

＜週間連絡＞

· 3/27（火）　皮膚科診察　症例検討会議・行動制限最小化委員会

· 3/28（水）　佐々木　香様　退院時療養計画検討会議

· 3/30（金）　佐々木　香様　退院予定

· 3/31（土）　浅坂　政美様　アルコール依存症家族勉強会　（兄が参加予定です）

　　　　　　　　　　　　　　　終了後外泊3/31　10：00～4/1　16：00まで

＜田名部Ｄｒ担当患者様　ＮＣＰ評価検討＞

・田端　テル様　　日中は作業・活動に参加され落ち着いて過ごされています。

　　　　　　　　　夜間中途後再入眠出来ない事がまれにあるとの事です。日中の活動量を増やしていき適度な疲労感を得て睡眠につなげていきましょう。

　　　　　　　　　

本日処方変更あり、抗精神病薬の薬剤変更あり、

クレミン（25）2Ｔ　2×ｎｄｅ　→　セロクエル（25）2Ｔ2×ｎｄｅ

　　　　　　　　　レボトミン（5）1Ｔ　1×ｖｄｓ　→セロクエル（25）2Ｔ1×ｖｄｓ

　　　　　　　　　副作用の少ない薬剤に変更となっています。変薬後の精神症状の変化はないか、睡眠、副作用などについて観察していきましょう。

・畑中　成夫様　　夜間十分な睡眠がとれず、日中に眠くなってしまうことが多いです。

　　　　　　　　　プログラム等は声がけが必要な状況ですが参加拒否などはなく行えています。本人も睡眠リズムのずれは自覚しています。日中は意識して眠らずに夜間睡眠をとれるよに生活リズム修正の必要性があると思われます。出来る事から一つずつ修正して行きましょう。

・中森　みや子様　　臥床傾向にあり活動量が少ない（プログラムは行えています）

　手足が硬直して動かない、足が重くて腰がへたへたする、身体が重いという訴えが聞かれています。

　　　　　　　　　　先日、余暇時間に体育館でウォーキングの誘いをしたところスタッフと一緒に少しですが歩かれています。体力維持の為にも引き続き声掛けしウォーキングを一緒に行って行きましょう。幻聴については今はあまり気にならない程度だと言われています。

・磯島　貴広様　　　主治医と家族のミーティングを行っていますが、自分の病気についての受容ができていない状況です。自分の症状や病気を正しく理解できるような関わりの必要性あり。病気の受容が今後の効果的な疾病教育につながる鍵となるので、普段のコミュニケーションのなかで病気について話す機会を増やし病気について考える機会をつくっていきましょう。

· 松橋　繁雄様のＡＤＬについて

　　　　　　　　　　腰椎骨折の既往ありリハビリにて杖歩行まで歩行は回復し、杖を使用し移動可能である。又、腰椎脱臼骨折の後遺症として排尿障害　　　　　　　　　　（尿意が頻回にある、トイレに行ってもタイミング良く出ない）があり、トイレを使用せずオムツに依存傾向がある。理由としてトイレまで遠い部屋であり頻回にある尿意のたびにトイレに行くのが大変だとの事。又、レストランまでの移動、入浴と移動しなければならない事について本人が出来るだけ自力で行えるような方法の検討の必要性あり。

　　　　　　　　　　・レストラン移動についてはゆっくり本人の歩行のペースを考え

　　　　　　　　　　　早目に出発するなどの工夫が必要と思われる　

・入浴については、人がいっぱいいると入れないといわれる為

　　　　　　　　　　　入浴の介入が必要な晴山様が入る時間帯に一緒に誘導してみてはどうか

　　　　　　　　　　・トイレに近い部屋が望ましいがトイレに近い部屋に移ったとしても排尿障害からくるオムツの使用は必要と思われる。

　　　　　　　　　　

以上のことから機能低下防止の為にも歩く事は必要だが、本人が希望するならトイレに近い部屋への移動も検討必要とおもわれます。

使用後のオムツを（室内で自分で交換している）室内に置いていることがある為、所定の場所に捨てる事が出来る様に関わっていきましょう。

　　　

　　　　　　　　　　　

〈注目患者様について〉　

・金沢　洋子様　　落ち着きに欠け、男性患者様への過度の接近が見られています。

　　　　　　　　　　又、女性患者様との口論、暴言同、室者の私物を勝手にいじるなど。幻聴もある様子。行動の自制不能となってきており、指導も受け入れられない事もみられてきています。

　　　　　　　　　　主治医へ状態報告お願いします。

　　　　　　　　　　引き続き、逸脱行動によるトラブル防止のため見守り、介入、指導をしていきましょう。

・市川　真紀子様　　本日、糸電話で警察や主治医から強制退院だと言われたと発言あり。退院すると荷物をまとめたり、誰もいないところでひとりで会話されていたりすることあり。昨夜は不眠で経過、朝方数時間睡眠とれています。

　　　　　　　　　　突発的な行動に注意し、常に見守り本人の安全の確保をしていきましょう。病状に波があり時々異常体験に左右された行動が著しくなる事があります。連日この状態が続くようであれば主治医へ報告し早めの対処をしていきましょう。
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